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祝・入込客数３，０００万人を突破!!祝・入込客数３，０００万人を突破!!

　平成５年に誕生した水木しげるロードの入込客数

が、５月に累計３，０００万人を突破しました。

　これを記念し、６月４日（土）に水木しげる記念

館前で開催されたセレモニーでは、境高校書道部に

よるパフォーマンスや、餅の振る舞いなどが行われ

ました。セレモニーには、昨年亡くなられた水木し

げる先生の妻 武良布枝さん、次女の悦子さんも参

加され、多くの来場者とともに、水木しげる先生へ

の感謝と、水木しげるロードのさらなる発展を願い

ました。
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　任期満了に伴う境港市長選挙及び境港市議会議員補欠選挙を、７月１７日（日）

に実施します。７月１０日（日）が立候補の届出日で、投票日前日の７月１６日（土）

まで、７日間にわたって選挙運動が行なわれます。

　私たち市民にとって一番身近な選挙であり、市の将来を決める大切な選挙です。

　大切な一票を棄権することなく投票しましょう。

　 ▼問い合わせ先　　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８２）

商店や事業所の責任者へのお願い

　職員や従業員の皆さんが、投票しやすいように、ご配

慮をお願いします。

不 在 者 投 票

　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、それぞ

れの病院や施設の長に申し出れば不在者投票をすること

ができます。

　仕事などで境港市以外の市町村に滞在している場合は、

投票用紙を境港市選挙管理委員会に請求して、滞在先の

市町村の選挙管理委員会で投票することができます。

郵便による自宅などからの不在者投票

　身体に一定の重度の障がいがあり、郵便投票証明書の

交付を受けている人は、自宅などで投票用紙に記載して、

郵便で選挙管理委員会に送付することができます。

▼郵便による不在者投票ができる人

（１）身体障害者手帳の交付を受けている人で、以下に

　　　該当する人

◇両下肢、体幹、移動機能（１級か２級）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸（１級か３級）

◇肝臓、免疫障害（１級から３級まで）

（２）戦傷病者手帳の交付を受けている人で、以下に該

　　　当する人

◇両下肢、体幹（特別項症から第２項症まで）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓（特

　別項症から第３項症まで）

（３）介護保険の被保険者証の交付を受けている人で、

　　　以下に該当する人

◇要介護状態区分「要介護５」

▼郵便投票による不在者投票の代理記載

　郵便による不在者投票ができる条件に該当する人で、

さらに、次のような障がいをお持ちの人は、あらかじめ

選挙管理委員会に届け出た代理記載人に投票用紙に記入

してもらうことができます。

◇身体障害者手帳の交付を受けており、上肢または視覚

　の障がいが１級の人

◇戦傷病者手帳の交付を受けており、上肢または視覚の

　障がいが特別項症から第２項症までの人

投票日は投票日は７月１７日（日）７月１７日（日）

選挙公報をご覧ください

　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選挙公報を投票日２日前

（７月１５日）までに各世帯に郵送します。なお、市ホームページに

も掲載します。
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境港市長選挙　及び境港市長選挙　及び
境港市議会議員補欠選挙境港市議会議員補欠選挙

今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人

　今回の選挙に投票できるのは、以下の項目すべてに該

当する人です。

◇平成１０年７月１８日以前に生まれた人

　（満１８歳以上の人）

◇平成２８年４月９日以前から市内に住民登録をして住

　んでいる人

◇市の選挙人名簿に登録されている人

入 場 券 の 再 交 付

　入場券は、切り離して投票所へご持参ください。

　入場券を無くした、または届かない場合でも、投票所

で申し出れば、入場券が再交付され投票することができ

ます。

投 票 の 順 序 と 方 法

　投票の順序は、最初に「市長選挙」、次に「市議会議

員補欠選挙」の投票を行います。

◇「市長選挙」は投票用紙（白色）に候補者の氏名を記

　入してください。

◇「市議会議員補欠選挙」は投票用紙（薄い黄色）に候

　補者の氏名を記入してください。

文字が書けない人の代理投票

　病気などの理由により自分で文字を書くことができな

い場合は、投票所で申し出てください。係員が本人に代

わって候補者の氏名を記入します。

※家族の人などが代理で記入することはできません。

投票時間は午前７時から午後８時まで

　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられます。

　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投票所で

投票してください。

投票日に用事のある人は期日前投票を

　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、７

月１１日（月）から１６日（土）までの間に期日前投票

をすることができます。

　期日前投票は、「期日前投票宣誓書」に必要事項を記

入するだけで簡単にできます。

　期日前投票の時間は、午前８時３０分から午後８時ま

でで、投票所は市役所分庁舎の選挙管理委員会事務局で

す。

投 票 所 名 施 設 名

第１投票所 渡公民館

第２投票所 外江公民館

第３投票所 芝町会館

第４投票所 境西地区学習等供用施設（しおさい会館）

第５投票所 境公民館

第６投票所 境東地区学習等供用施設（なぎさ会館）

第７投票所 上道公民館

第８投票所 中野町会館

第９投票所 竹内町会館

第 10 投票所 誠道公民館

第 11 投票所 三軒屋町会館別館（あじさいホール）

第 12 投票所 中浜公民館集会所

選挙権年齢が１８歳以上に

　公職選挙法が改正され、選挙権年齢が「満２０歳以上」から「満１８歳以上」に引き下げられました。

　１８歳・１９歳の人が新たに選挙に参加（投票）できることになります。

　政治や選挙に関心を持ち、棄権することなく、大切な一票を投票しましょう。
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６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
８
日
か

ら
６
月
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
に
は
、
平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ

れ
、
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発

公
社
か
ら
の
土
地
購
入
費
４
２
６
０

万
円
余
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
南
極
観
測
船
し
ら
せ
の

一
般
公
開
等
を
行
う
た
め
の
経
費
５

０
８
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
支
援
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
、
境
港
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金

74
万
円
余
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
改

正
に
よ
る
多
子
加
算
額
等
の
引
き
上

げ
に
伴
う
、
児
童
扶
養
手
当
等
４
９

３
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
に
向

け
て
実
施
す
る
、
未
受
診
者
へ
の
個

別
受
診
勧
奨
経
費
等
２
０
０
万
円
を

増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

白
ネ
ギ
の
黒く

ろ
ぐ
さ
れ
き
ん

腐
菌
核

か
く
び
ょ
う病

被
害
拡

大
に
伴
う
、
緊
急
的
な
防
除
に
係
る

費
用
の
追
加
助
成
金
３
２
８
万
円
余
、

白
ネ
ギ
の
生
産
拡
大
を
目
的
と
し
た

農
業
機
械
の
導
入
に
対
す
る
助
成
金

８
６
５
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用
の
拡

大
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
、
立
地

企
業
へ
の
補
助
金
２
８
９
２
万
円
、

９
月
に
開
催
さ
れ
る
怪か

い

フ
ォ
ー
ラ
ム

の
前
夜
祭
開
催
経
費
等
２
０
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

第
２
夕
顔
団
地
の
屋
上
防
水
改
修

工
事
費
６
１
７
万
円
余
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

地
域
で
行
う
学
習
支
援
「
未
来

塾
」
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
購
入
費

２
４
１
万
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
蒸

気
発
生
装
置
等
の
凍
結
防
止
の
た
め

の
経
費
２
９
５
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰

越
金
と
市
債
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
１
５
１
４
万
６
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
５
９
億
４
５
１

４
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
県
と
市
町
村

が
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
行
う

こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費

１
９
６
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
46
億
４
７
４
４
万
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
等
に
つ
い
て
の
市
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借
入
れ

契
約
等
に
つ
い
て
の
市
費
負
担
限
度

額
単
価
を
改
正
し
ま
し
た
。

専

決

処

分

の

承

認

等

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
に
見
合
っ
た
使
用
料
の
確
保

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
前
年

度
歳
入
不
足
に
対
し
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
１
億
４
２
６
３
万
１
千
円
を

新
た
に
計
上
し
、
予
算
総
額
を
１
億

９
５
９
５
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
出
に
見
合
っ
た
保
留
地
の
売
却

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
前
年

度
歳
入
不
足
に
対
し
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
４
億
５
１
４
２
万
３
千
円
を

新
た
に
計
上
し
、
予
算
総
額
を
５
億

１
５
４
０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

   市議会報告
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  ６月定例 　 
■
境
港
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
、
提
出
す
る
申
告
書
に
記
載
す
る

事
項
を
追
加
す
る
等
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
間
の

保
険
税
負
担
の
公
平
の
確
保
お
よ
び

中
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
一
方
、

５
割
軽
減
お
よ
び
２
割
軽
減
の
所
得

基
準
額
を
引
き
上
げ
、
軽
減
の
対
象

と
な
る
範
囲
を
拡
大
す
る
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
川
田
一
郎
さ
ん
を
選
任

委
員
会
提
出
議
案
の
審
議
結
果

◇
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
安
定
ヨ
ウ

　

素
剤
を
速
や
か
に
配
布
す
る
体
制

　

の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
つ
い
て

◇
保
育
士
の
処
遇
改
善
並
び
に
職
員

　

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の
緊
急
対

　

応
と
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

の
提
出
に
つ
い
て

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
２
０
１
７
年

　

度
政
府
予
算
に
お
け
る
義
務
教
育

　

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元

　

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　

て陳

情

等

の

審

議

結

果

■
採　

択

◇
「
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
安
定
ヨ

　

ウ
素
剤
を
速
や
か
に
配
布
す
る
体

　

制
の
早
期
実
現
」
を
国
に
求
め
る

　

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

◇
保
育
士
の
処
遇
改
善
並
び
に
職
員

　

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の
緊
急
対

　

応
と
財
源
確
保
を
求
め
る
陳
情

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

　

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

　

は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
７
年
度

　

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

　

陳
情

■
不
採
択

◇
陳
情
書

◇
保
育
現
場
に
無
資
格
者
を
配
置
し

　

な
い
よ
う
求
め
る
陳
情

『市民と議会の懇談会』を開催します
　市議会は、市民の皆さんにもっと身近で役立つ議会を目指し、さまざまな取り組みを行っています。その一環

として、「市民と議会の懇談会」を今年も開催します。議会活動や市政に対する意見・要望などをお聞きし、市

民と議会が理解を深め合う場になればと考えています。

▼と　き・ところ　　※お住まいの地区に関わらず、どの会場でも参加できます。途中の入退場も可能です。

▼内　容　　　　◇３月・６月議会の概要報告　◇議会基本条例の検証結果　◇参加者との意見交換

▼問い合わせ先　議会事務局（☎４７－１０９７）

８月１日（月）
中央公民館（上道）

　開場　午後７時
　開会　午後７時３０分
　閉会　午後９時（予定）

誠道公民館

　　３日（水）
渡公民館

中浜公民館集会所

　　４日（木）
外江公民館

境公民館

　　５日（金） 老人福祉センター（余子）

　　７日（日） 中央公民館（全市）
　開場　午前１０時
　開会　午前１０時３０分
　閉会　正午（予定）

5　平成２８年７月



≪国民健康保険税について≫
　国民健康保険税（国保税）の税額は、世帯単位に所得割額・資産割額・均等割額・平等割額を合計

した額で、納税義務者は世帯主になります。

【税の算定方法】

　国保税は、今年度から１人当たり平均１２.７％の引き上げとなっています。

　平成２７年度の境港市国民健康保険費特別会計には、一般会計から１億円を超える赤字補てんを行

いましたが、１人あたりの医療費が毎年増加する中で、皆さんの今後の保険給付費等を確保するため

には、国保税を引き上げざるをえない状況です。

　国保税は国民健康保険（国保）の運営を支える大切な財源です。ご理解とご協力をお願いします。

◎税の計算方法

（※）…  国保から後期高齢者医療へ加入者が異動したことにより、残った国保の被保険者が1人となっ

　　　  た世帯（特定世帯・特定継続世帯）は、後期高齢者医療に異動した日の世帯主と世帯員の関

　　　　係が変わらず、継続している場合は、医療分と後期高齢者支援金分の平等割が軽減されます。

◎基本的な考え方

　　◇合計額が賦課限度額を超えた場合は、賦課限度額とします。

　　◇年の途中で加入・脱退があった場合、加入期間に応じて月割計算を行います。

【軽減措置】

　世帯の所得が、一定額（基準額）に満たない場合、均等割と平等割が軽減されます。ただし、加入

者全員の所得申告が必要です。なお、各軽減の基準額については下記のとおりです。

◇７割軽減　３３万円以下

◇５割軽減　３３万円＋（２６万５千円 × 世帯主を含めた被保険者数）以下

◇２割軽減　３３万円＋（４８万円　　 × 世帯主を含めた被保険者数）以下

国民健康保険加入中の皆さんへ
【問い合わせ先】
　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

計 算 の 基 礎
医療分 後期高齢者

支援金分 介護分

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

所 得 割 前年中所得
税率
6.97％

税率
8.06％

税率
1.78％

税率
2.55％

税率
1.82％

税率
2.43％

資 産 割
今年度の
固定資産税額

税率
21.47％

税率
24.73％

税率
5.30％

税率
7.55％

税率
6.51％

税率
8.00％

均 等 割 加入者１人につき 24,700 円 25,000 円 6,100 円 7,500 円 9,000 円 9,200 円

平 等 割 １世帯につき
（※）
25,300 円

（※）
26,200 円

（※）
6,300 円

（※）
7,000 円

4,800 円 5,300 円

賦 課 限 度 額 １世帯につき 520,000 円 540,000 円 170,000 円 190,000 円 160,000 円（変更なし）

市報さかいみなと　6



【特例対象被保険者等に対する軽減】

　６５歳未満で“倒産・解雇などによる離職”や“雇い止めなどによる離職”をした雇用保険の特定

受給資格者・特定理由離職者は、申請により国保税の一部が軽減されます。

【減免措置】

　上記軽減が受けられない場合で、失業などにより世帯の所得の見積が前年の半分以下に見込まれる

とき、あるいは天災など、特別な事情により国保税の支払いが困難なときは、申請により一定の要件

に該当すれば、国保税の一部もしくは全部が減免されますので、ご相談ください。

【年金からの特別徴収】

　次のいずれにも該当する場合は、国保税が原則として年金からの特別徴収（引き落とし）となります。

①国保加入者全員が６５歳以上の世帯

②年額１８万円以上の年金を受給している世帯主

③介護保険料と国保税の合計額が、年金の額の２分の１以内の場合

※世帯主が本年度中に７５歳になり、後期高齢者医療の被保険者となる場合は、特別徴収は行わず、

　普通徴収（納税通知書または口座振替で納める方法）となります。

※特別徴収については、申請により普通徴収に変更できる場合があります。詳しくはお問い合わせく

　ださい。

【国民健康保険一部負担金の徴収猶予及び減免について】

　失業などにより世帯の所得の見積が前年の半分以下に見込まれるとき、あるいは天災など、特別な

事情により医療機関等の窓口での一部負担金の支払いが困難なときは、申請により一定の要件に該当

すれば、一部負担金の一部もしくは全部が徴収猶予または減免されますので、ご相談ください。

特 別 医 療 費 助 成 制 度
　次の条件に該当する人は、申請により、一定額の負担で医療が受けられます。受給資格証

を交付しますので、忘れずに申請してください。

▼対　象

【ひとり親家庭】

　平成２７年分の所得税非課税世帯で、平成１０年４月２日以降に生まれた子を扶養してい

る、配偶者のいない父か母と、その子ども

【障がいのある人】

　平成２８年度市民税非課税世帯で、身体障害者手帳３級または、療育手帳Ｂを持っている

人

▼自己負担限度額（１医療機関、１日あたり）

　◇通　院　　 ５３０円（※月４回まで。院外薬局は無料）

　◇入　院　１，２００円

▼持参するもの

　◇健康保険証（世帯全員分）

　◇印　章

　◇児童扶養手当、遺族年金の証書などひとり親の状況がわかるもの（ひとり親家庭）

　◇身障者手帳、療育手帳など障がいの状況がわかるもの（障がいのある人）

　※申請月の１日までしかさかのぼって受給できませんので、忘れずに申請してください。

▼問い合わせ先　市民課保険年金係　（☎４７－１０３５）

7　平成２８年７月



介

護

保

険

料

額

決
定
通
知
書
の
送
付

　

平
成
27
年
中
の
所
得
等
を
も
と
に
介
護
保
険
料
を
決
定
し
、

７
月
中
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
通
知
書
の
種
類
・
対
象
者
・
納
付
方
法

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
（
停
止
）
通
知

書
】
… 

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ
る
人
お
よ

び
、
口
座
振
替
に
さ
れ
て
い
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
か
ら
４
、６
、８
月
の
納
付
額
を
除
い
た
額

を
10
、
12
、
２
月
の
３
回
の
年
金
か
ら
引
き
去
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
人
は
、
年
間
の
保
険
料
額
を
７
、８
、
10
、
11
、
１
、

２
月
の
６
回
で
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
】
… 

納
付
書
で
納
め
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
を
７
、８
、
10
、
11
、
１
、２
月
の
６
回
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
知
書
に
納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に
金

融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
介
護
保
険
料
の
軽
減
・
減
免

　

収
入
が
少
な
く
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
期
間
は
介
護
保
険
料
が
決
定
し
た
通
知
が
届
い

て
か
ら
８
月
１
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
場
合

や
、
長
期
入
院
や
失
業
等
に
よ
り
世
帯
の
生
計
を
維
持
す
る
人

の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
は
、
保
険
料
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
納

期
限
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係

                                            　

（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

後期高齢者医療保険からのお知らせ

①後期高齢者医療保険料額決定通知書を送付します

　平成２８年度後期高齢者医療保険料額決定通知書を７月中旬に送付します。

【納付方法】

　◇特別徴収　…　年金からの引き去り（申請により普通徴収の口座振替に変更できます。）

　◇普通徴収　…　納付書により金融機関等で納付（手続きにより口座振替もできます。）

【所得の低い人への保険料均等割額の軽減】

　４月から5割軽減・2割軽減の対象範囲が拡充されました。

②新しい「後期高齢者医療被保険者証」を送付します

　現在、お使いの後期高齢者医療被保険者証の有効期限が７月３１日で切れるため、８月１日からの

新しい保険証を７月中旬に簡易書留で一斉に送付します。届いたら、記載内容をご確認ください。

　また、７月３１日（日）までに保険証が届かない場合は、お問い合わせください。

③「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します

◇現在、認定証をお持ちの人：８月１日からも引き続き該当になる場合は、新しい認定証を送付しま

　　　　　　　　　　　　　　す。（申請不要）　　　　　　　　

◇認定証をお持ちでない人：後期高齢者医療制度被保険者の同一世帯全員が住民税非課税の場合、新

　　　　　　　　　　　　　たに申請できます。

　【申請について】

　 ▼受付開始　８月１日から随時

　 ▼申請に必要なもの

　◇後期高齢者医療被保険者証　◇印章　◇過去１２カ月の入院期間がわかるもの（該当者のみ）

　 ▼受付場所　市民課保険年金係

▼問い合わせ先　◇市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

　　　　　　　　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合（☎０８５８－３２－１０９７）

市報さかいみなと　8



～介護保険のお知らせ～～介護保険のお知らせ～

食費・部屋代の負担軽減の対象を見直します食費・部屋代の負担軽減の対象を見直します

対 象 者

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が市区
　町村民税を課税されていない方で老齢福祉年金を受給さ
　れている方

・生活保護等を受給されている方

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が
　市区町村民税を課税されていない方で合計所得金額
　と課税年金収入額と非課税年金収入額の合計が年間
　80万円以下の方

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が市区
　町村民税を課税されていない方で上記第２段階以外の方

・上記以外の方

か
つ
、預
貯
金
等
が
単
身
で
１
、０
０
０
万
円（
夫
婦
で
２
、０
０
０
万
円
）以
下

多床室

ユニット型準個室

ユニット型個室

従来型個室

負担限度額なし

（特養等）
（老健・療養等） 650円

390円

300円

370円
820円
1,310円
1,310円
1,310円

多床室

ユニット型準個室

ユニット型個室

従来型個室
（特養等）

（老健・療養等）

370円

420円

490円

490円

820円

多床室

ユニット型準個室
ユニット型個室

従来型個室
（特養等）
（老健・療養等）

0円
320円
490円
490円
820円

第
１
段
階

第
２
段
階

平
成
28
年

７
月
ま
で

平
成
28
年

８
月
以
降

第
３
段
階

第
４

段
階

負担限度額（日額）

部 屋 代 食 費

利
用
者

負
担
段
階

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が
　市区町村民税を課税されていない方で合計所得金額
　と課税年金収入額の合計が年間80万円以下の方

新 設

〇利用者負担段階と負担限度額

▼問い合わせ先　　長寿社会課介護保険係（☎４７－１０３８）

　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療

施設）やショートステイを利用する人の食費・部屋代については、本人に

よる負担が原則ですが、低所得者については、食費・部屋代の負担軽減を

行っています。

　平成２８年８月１日から、自宅で暮らす人、保険料を負担する人、老齢

年金を受給している人との公平性を更に高めるため、食費・部屋代の負担

軽減措置の利用者負担段階の判定に、非課税年金収入（遺族年金・障害年金）

も含めるよう見直しを行います。

　利用者負担段階と負担限度額については下表のとおりです。なお、軽減

を受けるには申請が必要です。

Ｑ１．どのような見直しが行われるのですか？

Ａ１．現在、利用者負担段階の判定に用いる収入には、課税年金（老齢年金など）収入のみが対象になっ

　　ていますが、８月からは非課税年金（遺族年金と障害年金）収入も含めて判定することになります。

　　　これにより、現在、利用者負担段階が第２段階である人のうち、非課税年金を一定額受給されてい

　　る場合には、利用者負担段階が第３段階になる場合があります。

Ｑ２．非課税年金の収入が多い場合は食費・部屋代の負担軽減が受けられなくなるのですか？

Ａ２．非課税年金を含めた収入が８０万円を超える人については、負担限度額が第２段階から第３段階になります

　　が、負担軽減を受けられなくなるわけではありません。

　※そのほか、詳細についてはお問い合わせください。

9　平成２８年７月



国

民

健

康

保

険

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

▼
実
施
期
間　

８
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
来
年
１
月
31
日
（
火
）

▼
受
付
期
間　

７
月
26
日（
火
）〜
11
月
30
日（
水
）

※
受
診
当
日
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
な
い
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対　

象　

昭
和
52
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※
平
成
27
年
度
以
前
に
賦
課
さ
れ
た
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
除
く
。

人

間

ド

ッ

ク

▼
定　

員　

５
０
０
人

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
市
が
実
施
す
る
特
定
健

診
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。（
ド
ッ
ク
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

※
妊
娠
中
の
人
、
入
院
中
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
医
療
機
関　

池
淵
医
院
、
井
田
内
科
医
院
、

市
場
医
院
、
遠
藤
医
院
、
小
林
外
科
内
科
医
院
、

済
生
会
境
港
総
合
病
院
、
髙
田
内
科
医
院
、
つ
ち

え
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
つ
の
だ
内
科
・
循

環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
松
野
医
院
、
村
上
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
内　

容　

特
定
健
診
項
目
、
貧
血
検
査
、
膵
肝

臓
系
検
査
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、
腹
部
超
音
波
検
査
、

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
、
眼
底
検
査

な
ど
（
本
人
の
希
望
で
検
査
を
や
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

▼
負
担
額　

８
３
０
０
円

　
　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
４
１
０
０
円
）

脳

Ｍ

Ｒ

Ｉ

検

査

▼
定　

員　

２
０
０
人

※
昨
年
度
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
た
人
、
脳
疾
患

で
治
療
中
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
医
療
機
関　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

▼
内　

容　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
撮

影
、
問
診
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
測
定

▼
負
担
額　

６
３
０
０
円

　
　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
２
１
０
０
円
）

受

診

の

流

れ

①
市
民
課
保
険
年
金
係
の
窓
口
で
申
し
込
む
（
電

話
不
可
）

◇
窓
口
に
持
参
す
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
受
診
券
（
健
康
推

　

進
課
か
ら
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
）

②
申
し
込
み
後
１
週
間
以
内
に
医
療
機
関
に
予
約

す
る

③
予
約
日
に
受
診
し
、
料
金
を
払
う

※
１
日
に
受
診
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に
限
り

早

期

に

申

し

込

み

を

受

け

付

け

ま

す

▼
受
付
期
間　

７
月
５
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

①
市
民
課
保
険
年
金
係
に
申
し
込
む
（
電
話
可
）

②
７
月
22
日
ま
で
に
医
療
機
関
に
８
月
中
の
受
診

を
予
約
す
る

③
市
か
ら
「
各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
受
診
券
」

が
郵
送
さ
れ
た
ら
国
民
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
市

民
課
保
険
年
金
係
の
窓
口
に
持
参
す
る

④
予
約
日
に
受
診
し
、
料
金
を
払
う

※
８
月
中
に
受
診
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
あ
ら

た
め
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
に
健
診
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

８
月
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
の
中
か
ら

抽
選
で
30
名
に
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

当
選
者
に
は
10
月
中
に
記
念
品
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

元気だからこそ毎年検診に行こう！ !元気だからこそ毎年検診に行こう！ !
８月から検診がはじまります８月から検診がはじまります

市では以下の検診を実施します。

７月下旬に対象の人へお得な受診券をお届けしますので、今年も必ず受診しましょう。

最高で合計約４万円分の検診が、わずか１割程度の負担で受けられます。

◇個人負担金、受診方法は受診券をご確認ください。

◇例年９月以降は受診が集中します。早めの受診をお勧めします。

◇受診券が届かない人、転入した人、紛失した人は、再交付しますのでご連絡ください。

　※再交付時には、本人確認のできる保険証等を持参してください。

がんは、進行するまでほとんど自覚症状が出ないため、
元気なうちから、毎年継続して検診を受けることが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１・１０４３）

検診種類 対　　　象 内　　　容 期　　間

①生活習慣病予防の健診
　（特定・長寿健診）

４０歳以上の国民健康保険・
後期高齢者医療保険の被保険者

身長、体重、血圧測定、血液検査、
尿検査など ８月１日～

来年１月３１日
②肝炎ウイルス検査 ４０歳以上の過去の未受診者 血液検査

③胃がん検診

４０歳以上の人

胃カメラまたは胃のレントゲン

８月１日～
来年２月２８日

④大腸がん検診 採便検査（２日間）

⑤肺がん検診（結核検診を含む） 胸のレントゲン

⑥乳がん検診 ４０歳以上の女性 視触診とマンモグラフィ

⑦子宮がん検診 ２０歳以上の女性 細胞診検査

今年度から、身近な開業医でも
　　　　　肺がん検診が受けられるようになります。

市報さかいみなと　10



第４７回  境港市美術展覧会
　６月１１日（土）から１５日（水）まで、市民会館で開催された境港市

美術展覧会において、次の皆さんが受賞の栄誉に輝きました。（敬称略）

市展賞

【絵画】　『雪解け』　　　　　　　足立　一男　 （三軒屋町）

　　　　『神田・淡路坂』　　　　佐々木　勇　 （中野町）

【工芸】　『重ね合わせ筒花入れ』　石倉　純子　 （竹内町）

　　　　『刻
こく

文
ぶん

ひわ釉
ゆ

花
はな

入
いれ

』　　　岡田　マサ子（上道町）

【書道】　『王
お う

維
い

の詩』　　　　　　岩間　渓
けい

翠
すい

　 （美保町）

　　　　『わびぬれば』　　　　　松本　春生　 （渡町）

【写真】　『片隅の光景』　　 　　 井
い

尻
じり

　奈々　 （渡町）

《書道部門》
◇『蛟

こう

龍
りゅう

不
ふ

游
ゆう

』　　　　　　中本　崇　　　（米子市）

◇『処
しょしょのこう

暑候』　　　　　　　松岡　泰
たい

南
なん

　　（西伯郡）

◇『秋
しゅう

朝
ちょう

』　　　　　　　　堀田　翠
すい

雲
うん

　　（上道町）

◇『臨
りん

　曹
そう

全
ぜん

碑
ひ

』　　　　　浅井　芙
ふ

望
み

　　（境高校）

《写真部門》
◇『わたし』　　　　　　　小西　真智子　（元町）

◇『砂の中』　　　　　　　阿部　政美　　（高松町）

◇『秋のしるし』　　　　　松本　功
こう

　　　（三軒屋町）

◇『消さないで・・・』　　外園　純
じゅん

那
な

（境港総合技術高校）

◇『光草路』　　　　　　　稲
いな

田
た

　樹
いつき

　 （境港総合技術高校）

奨励賞

《絵画部門》
◇『荒天』　　　　　　　木村　千恵野　（財ノ木町）

◇『滝』　　　　　　　　佐島　征
せい

　　　（弥生町）

《工芸部門》
◇『飛び鉋

がんな

花
はな

入
いれ

』　　　　岡田　マサ子　（上道町）

◇『小
こ

焔
ほむら

』　　　　　　　築
つき

山
やま

　福江　　（渡町）

◇『花入れ（天
てん

目
もく

）』　　 織
おり

多
た

　一男　　（渡町）

◇『水滴』　　　　　　　磯辺　美千代　（小篠津町）

《彫刻部門》
◇『君が去っても君は増え続ける』

　　　　　　　　　　　 森下　明
みつ

時
よし

　　（米子市）

≪ 境 港 市 職 員 採 用 試 験 ≫≪ 境 港 市 職 員 採 用 試 験 ≫
▼
採
用
予
定
者
数

◇
一
般
事
務　

４
人
程
度

◇
土
木
技
師　

１
人
程
度

◇
保
育
士　

　

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

【
一
般
事
務
】

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

【
土
木
技
師
】

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
資
格
等
要
件
あ
り

※
詳
細
は
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
育
士
】

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
資
格
等
要
件

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
、
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

▼
１
次
試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

▼
申
込
期
限

　

８
月
23
日
（
火
）
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日
（
土
）

職
員
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
を
対
象

に
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
職
員
と

し
て
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

８
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
内
容

◇
市
の
概
要
、
主
な
施
策
の
紹
介

◇
採
用
方
針
、
試
験
概
要
の
説
明

◇
採
用
後
の
給
与
、
勤
務
条
件
等
の
説
明

◇
先
輩
職
員
に
よ
る
職
場
体
験
談

◇
質
疑
応
答

▼
申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
総
務
課

窓
口
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す

る
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
期
限　

８
月
10
日
（
水
）

▼
注
意
事
項

　

こ
の
説
明
会
参
加
の
有
無
が
、
今
後
の
採

用
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

【問い合わせ先】

　生涯学習課文化体育係

　　　（☎４７－１０９３）
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◎アスベスト撤去支援事業　～安心・安全な環境を目指して～

　アスベスト含有吹き付け材の調査は全額、除去にも補助が出ます。

吹き付け材があればご相談ください。

※補助を受ける場合、調査・除去計画は建築物石綿含有建材調査者の

　関与が必須です。

アスベスト撤去支援事業には

　　　　補助期限があります！

　◇調査：平成２９年度まで

　◇除去：平成３２年度まで

ご相談ください！

補助

メニュー

市内にある
建 築 物

調査
１棟あたり上限２５万円

（対象費用全額補助）

除去

１棟につき対象費用 2,000 万円まで

補助額上限：対象費用×２／３

（申請者負担１／３）

境港市が補助する額

◎境港市福祉のまちづくり推進事業　～だれもが住みやすいまちづくりへ～

　境港市では、多くの人が利用する建物のバリアフリー改修等を

行う場合に、整備費用の一部を補助します。

　限度額の４分の３が補助されるとても有利な内容なので、多目

的トイレの設置、入り口のスロープ設置など、ご検討ください。

　境港市は誰もが住みやすい街づくりを目指してバリアフリー改

修を支援します。

　全ての補助についての

　　　募集期間　７月１１日（月）～２９日（金）

　　※各事業とも募集件数は、予算の範囲内で受け付けます。

　　※申請前に工事・契約をしてしまうと、補助が受けられませんのでご注意ください。

　　※各事業について、詳しくは市ホームページまたは、建築営繕課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　【申請・問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　建設部建築営繕課建築指導係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４７－１０６２）

 補助事業のお知らせ　

市報さかいみなと　12



住宅
耐震
診断

住宅
耐震
診断

無料無料
◎境港市震災に強いまちづくり促進事業　～地震につよいまちを目指して～

　境港市では建物の耐震診断等の補助を行っています。

　一戸建ての木造住宅は、耐震改修まで補助があり、一戸建て住宅以外の建築物は診断に

加え設計にも補助が出るようになりました。耐震診断を受けても改修は強制ではありませ

ん。お住まいのどこが安全でどこが危険なのかを知っておくことも地震対策として有効で

す。

　診断結果は直接お伺いし、細部までご説明します。また、同時に耐震改修のご相談もお

受けします。ぜひお問い合わせ下さい。

補強あり

補強なし

同建設年度の建物を補強有・無で阪神・淡路大震災レベルの振動実験をした結果

出展：「国立研究開発法人 防災科学技術研究所」振動実験

住宅の診断は無料！

改修も強制ではないので
まずは診断してね

補助メニュー
昭和５６年以前に建てられた

一戸建ての木造住宅

昭和５６年以前に建てられた

一戸建ての木造住宅以外の建築物

耐震診断 市が全額負担 対象費用※１×２／３（上限なし）

耐震改修設計 ２４万円×２／３（申請者負担８万円） 対象費用※１×２／３（上限なし）

耐震改修 最大１００万円（工事費の３３％または４３％） －

境 港 市 が 補 助 す る 額

※１　対象費用は1,000㎡まで：2,060円／㎡　　1,001～2,000㎡まで：1,540円／㎡　　2,001㎡～：1,030円／㎡
　　　の合計額または、実際の費用の低い方

建物に関する 
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１．職員の任免、職員数に関する状況

（１）採用試験の実施状況（平成２８年４月採用分）

（２）採用の状況（平成２７年４月採用）

　◇一般事務：３人　◇建築技師：１人　◇保育士：２人

（３）退職の状況

（４）職員派遣の状況

　◇松江市（相互派遣）：１人（平成２１年４月～）

　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合 ：１人 （平成２５年４月～）

　◇一般社団法人境港水産振興協会 ：１人（平成２５年７月～）

　◇社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生会：

　　　　　　　　１人（平成２７年４月～平成２８年３月）

２．職員の人事評価の状況

　　試行中（給与には反映していない）

３．職員の勤務時間等の状況

（１）標準的な勤務時間（平成２８年４月１日現在）

　◇１週間あたり３８時間４５分

　◇午前８時３０分～午後５時１５分

　　（休憩時間：正午～午後１時）

（２）年次有給休暇の取得状況

　◇１人当たり平均取得日数：７日と７時間

　◇取得率（総取得日数／総付与日数）：２０.３％

（３）特別休暇の取得状況（主なもの）

（４）旅費（一般職および特別職）

４．職員の休養の状況

　■育児休業の取得状況

　　◇新規：２件　◇延長：２件

５．職員の分限、懲戒処分の状況

　　◇分限処分　　降任１人、休職４人

６．職員の研修の状況

■市が独自に行うもの

　新規採用職員研修、接遇研修、人権研修、メンタルヘル

　ス研修など

■鳥取県職員人材開発センターが開催するもの

　契約事務・補助金事務講座、よくわかる政策法務講座、

民法講座、経営分析基礎講座、自治体職員のためのマーケ

ティング講座など

■全国市町村国際文化研修所が開催するもの

　地方公営企業法の適用に向けた実務、生活困窮者の自立

支援

■市町村職員中央研修所が開催するもの

　自治体財政運営講座、住民税課税事務

７．職員の福祉の状況

■健康診断の状況

　定期健康診断、人間ドック、特別定期健康診断、婦人検

診、 がん（胃・肺・大腸）検診

区　分 申込者数
第１次試験
受験者数（A）

第１次試験
合格者数

最終合格者数
（B）

競争率
（A）／（B）

一般事務 23 人 21 人 10 人 4 人 5.3 倍

保健師 2人 2人 2人 1人 2.0 倍

保育士 2人 2人 2人 1人 2.0 倍

▼問い合わせ先

　総務課職員係　（☎４７－１００９）

　Mail soumu@city.sakaiminato.lg.jp

日当
（１日当たり）

宿泊料（１夜当たり） 食卓料
(1夜当たり )県内 県外

1,100 円 9,800 円 10,900 円 1,100 円区　分 定年退職 早期退職 その他

平成２８年３月３１日付け 3人 0人 0人

年度中途 0人 0人 1人

休暇種類 取得人数 取得日数

夏季 226 人 628 日

服喪等 26 人 69 日

結婚 5人 22 日

出産 9人 272.5 日

子の看護 12 人 28 日

※有給・特別休暇の集計期間は平成２７年４月１日から
　平成２８年３月３１日

人 事 行 政 の 運 営 状 況人 事 行 政 の 運 営 状 況

　平成２７年度の職員に関する人事行政の運営状況をお知らせします。

　（別途、公表済みの給与および職員数に関するものは除きます。）
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 ７月２３日（土）
境港妖怪ジャズフェスティバル２０１６

▼と　き　開場　午後４時　／　開演　午後４時３０分

　　　　　終演　午後１０時

▼ところ　ＪＲ境港駅前駐車場特設ステージ

▼料　金　一　　般　　６，０００円（当日７，０００円）

　　　　　高校生以下　３，０００円（当日３，５００円）

　　　　　※全席自由

▼出　演　◇宮本美季

　　　　　◇FIRE HORNS SPECIALGUEST ジャン

　　　　　　ク フジヤマ

　　　　　◇寺井尚子クインテット

　　　　　◇→Pia-no-jaC←

　　　　　◇佐藤竹善×上妻宏光 

 ７月２４日（日）
第７１回みなと祭

◇大漁祈願祭・マグロの奉納

　マグロの解体ショー 

◇みなとのまち大漁パレード

　海上パレード、踊り・みこし・太鼓パレード 

◇お祭り広場・縁日・ステージイベント

　郷土芸能披露、街かどマジックショー、ご当地アイド

　ル!?まつり、アームレスリング大会、みなとの町ち

　びっこのど自慢大会プラス何でも自慢大会、美保基地

　軽音楽部、境高校書道部パフォーマンスショー、三地

　直装イワシマンショー、港Ｂ‘ｚ・港ベンチャーズラ

　イブ、境港大漁太鼓

◇花火大会・灯ろう流し

境港妖怪ジャズフェスティバル2016・第７１回みなと祭

交 通 規 制 の お 知 ら せ

　境港妖怪ジャズフェスティバル、みなと祭の当日は交通規制を行います。規制中は現地交通誘導員の指示または案内看

板などに従って迂回をお願いします。会場までは、なるべく公共交通機関でお越しください。

会場

境港妖怪ジャズフェスティバル　交通規制
【７月２３日（土）】

①

②

▲

規制時間
①午後２時　～　１１時
②午前９時　～　午後１１時境港駅

お祭り広場

①

①
②

②

②

③

▲

規制時間
①午前９時　～　午後１０時
②午前１０時３０分　～　午後１１時
③午後７時　～　１０時

みなと祭　交通規制
【７月２４日（日）】

境港駅

【問い合わせ先】　通商観光課観光振興係（☎４７－１０６８）

15　平成２８年７月



～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

《 

上
道
町
婦
人
会 

》　

【
団
体
紹
介
】

　

上
道
町
婦
人
会
は
、
創
設
38
年
を
迎
え
ま

す
。
全
会
員
数
は
55
人
と
、
当
初
の
半
数
に

減
少
し
ま
し
た
。
年
代
層
も
高
齢
者
が
多
数

で
す
が
、
地
域
の
た
め
に
無
く
し
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
現
状

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

◇
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
づ
く
り

　

始
め
て
か
ら
、
20
年
以
上
の
長
期
活
動
で

す
。
上
道
町
の
全
家
庭
に
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

◇
廃
油
せ
っ
け
ん
作
り

　

こ
れ
も
20
年
以
上
続
い
て
い
る
活
動
で
す
。

製
品
は
公
民
館
に
販
売
委
託
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
訪
問

　

多
い
と
き
は
年
に
３
回
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
内
容
は
主
に
踊
り
や
み
ん
な
で
合
唱

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
公
民
館
行
事
参
加

　

公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
な
ど
に
参

加
協
力
し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

会
員
相
互
の
親
睦
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
道
町
婦
人
会　

足
立
光
枝
さ
ん

　

境
港
市
上
道
町
２
１
９
２
‐
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
５
６
８
）

 絵本を通して、日中友好を
　日本語・中国語絵本のセットを寄贈　

　６月３日（金）に茨城県つくば市在住の景山晁さんより、

絵本２５５冊を寄贈していただきました。

　景山さんは中国から引き揚げてこられ、境港で生活をした

こともあり、市でこの絵本が活用され、より日中友好に貢献

できればとの思いから、寄贈いただきました。

　寄贈いただいた絵本は、日本語版と中国語版がセットと

なっており、読み比べることで中国語がわかりやすくなって

います。市民図書館で貸し出しが行われていますので、是非

ご利用ください。

 美しい護岸を守ろう
　中海・宍道湖の一斉清掃を実施　

　ラムサール条約湿地である中海・宍道湖の一斉清掃が、６

月１２日（日）に鳥取・島根両県で実施されました。境港市

でも西工業団地の護岸で清掃活動が行われました。

　この日は約２３５人の参加者が集まり、約４１０㎏のごみ

が集まりました。

　私たちの身近にある貴重な財産「中海・宍道湖」の環境保

全と賢明な利用について、あらためて考えて直してみましょ

う。

市報さかいみなと　16



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

《 

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議

余
子
地
区
部
会 

》

【
団
体
紹
介
】

　

す
こ
や
か
な
青
少
年
の
育
成
と
、
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年

か
ら
は
青
少
年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

さ
つ
ま
い
も
、
そ
ば
を
栽
培
す
る
農
業
体
験

事
業
を
子
ど
も
見
守
り
隊
と
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

◇
子
ど
も
農
業
塾
Ⅱ
（
５
、７
、
10
、
11
月
）

◇
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
８
月
）

◇
公
民
館
夏
休
み
子
ど
も
講
座
（
７
、８
月
）

　
「
魚
料
理
」「
手
芸
教
室
」「
子
ど
も
ク
ッ

キ
ン
グ
」「
紙
芝
居
」

◇
ま
つ
ぼ
っ
く
り
節
分
運
動
会

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
地
域
の
人
、
子
ど

も
た
ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

昨
年
よ
り
境
二
中
の
生
徒
、
今
年
か
ら
地

域
の
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
収
穫
し
た
芋
の
一
部
は
、
余
子
地
区

ふ
れ
あ
い
の
家
事
業
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
提

供
す
る
予
定
で
す
。
11
月
の
収
穫
祭
で
は
蕎

麦
打
ち
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
畑
の
管
理
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議
余
子
地
区
部

会
事
務
局
（
余
子
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
・
FAX 

45
‐
０
７
２
８
）

 障がいを知り、共に生きる
　ほっとはあと＆福祉ふれあいまつり開催　

　障がい者の自立と社会参加を促進し、障がいに対する理解

を深める目的に、第２回ほっとはあと＆福祉ふれあいまつり

ｉｎ夢みなとタワーが６月１８日（土）、１９日（日）に夢

みなとタワーを会場に開催されました。

　会場を訪れたお客さんは、展示された絵画や工芸作品を熱

心に鑑賞し、ゆるキャラとふれあったり、障がい福祉サービ

ス事業所で製造されたパンやお菓子などを買い求めたりして

いました。

 大きなキャンバス、楽しいな
　第４回らくがき大会　

　水木しげる記念館前の本町アーケードで６月１９日（日）

に、青少年育成境港市民会議境地区部会主催のイベント「第

４回らくがき大会」が開催されました。

　このイベントは、普段はできない「道路への落書き」を思

い切りしようという企画で，参加者は、封鎖された道路を大

きなキャンバスに見立て、色とりどりのチョークで、キャラ

クターや花など、思い思いの絵をのびのびと描いていました。

17　平成２８年７月



情報あらかると

　

弓
浜
部
の
人
々
か
ら「
浜
の
目
の
聖
人
」

と
呼
ば
れ
、
尊
敬
さ
れ
て
き
た
村
上
龍
は
、

安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）
上
道
村
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

幼
少
の
頃
よ
り
、
医
師
で
あ
っ
た
父
に

つ
い
て
漢
学
を
学
び
ま
す
が
、
わ
ず
か
２

歳
で
「
孝こ

う

経
き
ょ
う

」
を
暗
唱
し
て
周
囲
の
者
を

驚
か
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 　

６
、７
歳
で
「
四し

書し
ょ

」
を
講
話
し
、
８
、

９
歳
で
「
五ご

経
き
ょ
う

」
を
購
読
（
書
を
読
み
、

意
味
を
解
き
明
か
す
こ
と
）
し
た
と
い
い
、

神
童
と
も
言
う
べ
き
素
質
を
示
し
ま
し
た
。

　

10
歳
の
頃
、
後
に
境

さ
か
い

郷ご
う

学
校
の
初
代
校

長
と
な
る
景
山
道ど

う

遠え
ん

に
入
門
し
漢
書
を
学

び
、
13
歳
か
ら
独
学
で
諸し

ょ

子し

百
ひ
ゃ
っ

家か

、
国
書
、

家か

書し
ょ

を
読
み
、
ま
た
詩
文
、
歌
俳
、
書
画

の
技
能
も
磨
き
、
い
よ
い
よ
博
学
多
才
と

な
り
ま
す
。

　

彼
は
、
そ
の
目
に
触
れ
る
も
の
は
こ
と

ご
と
く
習
熟
、
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
旺
盛
な
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
本
当
に
学
問
好
き
で
、
連
日

徹
夜
し
て
も
、
少
し
も
疲
れ
る
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）、
若
干
18

歳
で
境
郷
学
校
教
授
方
と
な
り
、
教
育
者

と
し
て
の
第
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

以
後
、
外
江
小
、
境
小
、
弓
浜
高こ

う

小
し
ょ
う

、

私
立
米
子
高こ

う

女じ
ょ

（
現
・
米
子
西
高
）、
日

野
高
小
な
ど
の
校
長
を
歴
任
し
、
大
正
３

年
に
再
び
上
道
小
学
校
の
校
長
を
勤
め
て

教
師
生
活
を
終
え
ま
す
。
そ
の
間
40
余
年

に
わ
た
り
、
教
育
界
に
大
き
な
業
績
を
残

し
ま
し
た
。

 　

例
え
ば
、
北き

た

門も
ん

（
弓
浜
）
教
育
会
や
郡

教
育
会
の
結
成
。
ま
た
弓
浜
部
各
学
校
を

巡
回
し
て
の
教
科
教
授
法
講
習
会
の
開
催

な
ど
、
教
育
の
資
質
向
上
を
図
っ
た
こ
と

や
、
連
合
運
動
会
の
開
催
に
よ
る
児
童
体

育
の
隆
盛
を
促
し
た
こ
と
な
ど
は
、
県
下

の
教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修

し
ゅ
う

一い
ち

）
村上 龍

　災害が実際に発生した場合を想定して、家族で話し

合っておきましょう。

●避難場所、避難する際の順番を知っておきましょう

　◇災害時の避難シミュレーションをしておく

　　・災害の発災時や種別での、避難方法や場所を確

　　　認しておく

●避難ルートを歩いてみよう

　◇避難場所までの安全なルートを探しておく

　　・複数のルートをみつけておきましょう

　◇不用意に動かず、安全な場所にとどまる

　　・テレビ等にて情報を取得し、安全な場所で待機

　　　をしましょう

●家族との連絡方法、集合場所を決めておきましょう

　◇携帯電話等の災害用サービスの確認をしておく

　◇集合場所は、複数決めておく

●家族の引き取りルールを確認しよう

　◇保育園、幼稚園、学校等に

　　て家族への連絡体制、引き

　　渡し方法、すぐに引き取り

　　にいけない場合の対応等を

　　確認しておく

４

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

身近な防災への備え身近な防災への備え

　家庭で防災について話し合おう！

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち（
４
）

（
４
）　　

　
　

〜

　
　

〜
村村む

ら
む
ら

上上か
み
か
み  

龍龍
り
ゅ
う

り
ゅ
う((

そ
の
１

そ
の
１))

〜〜
「孝経」序文

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　夏の交通安全県民運動が、７月１１日（月）から7

月２０日（水）までの１０日間、実施されます。

　運動の重点は、

◇高齢者と子どもの交通事故防止

◇チャイルドシートの使用と全ての

　座席シートベルトの着用徹底

◇自転車の安全利用の推進

◇飲酒運転の根絶

◇夕暮れ時や早朝、夜間の交通事故防止

です。

　

　車や自転車を運転される人は、早めに前照灯を点灯し、

車の接近を他の車、自転車、歩行者に知らせましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　歩行者は、自分の存在

　　　　　　　　　　　　　　を知らせるために、夕方

　　　　　　　　　　　　　　以降の外出は、明るい色

　　　　　　　　　　　　　　の服装で反射材を身に付

　　　　　　　　　　　　　　けましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

　夏の交通安全県民運動
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　毎年６月～９月に熱中症で救急搬送された人は、全

国で４万～６万人弱にもなります。

　熱中症は、屋外だけでなく室内で何もしていない時

でも発症し、場合によっては死亡することがあります。

また、熱中症は気温などの環境条件だけでなく、人間

の体調や暑さに対する慣れなどが影響して起こります

ので、体調の変化には十分気をつけましょう。なお、

高齢者と乳幼児は重症化しやすいので特に注意が必要

です。

熱中症の予防法

①エアコンや扇風機を上手に利用しましょう。

②水分をこまめにとりましょう。

③規則正しい生活をしましょう。

④無理せず休憩をとりましょう。

　鳥取県内では、気温３５度以上の猛暑日や熱帯夜が

増加傾向で、今年の夏も暑くなることが予想されてい

ます。十分気をつけてお過ごし下さい。

　また、熱中症についての情報は市ホームページから

でも得られます。ご活用ください。

保健師の
　ちょっと一言

熱中症を予防しましょう

【事例】

　ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス）の広告に、ダイエットサプリメントが１回３００

円でお試しができると書いてあったので申し込み、ク

レジットカードで決済した。その後商品が２回届いた

ので不審に思い、クレジットカードの明細書を確認す

ると１万２，０００円の請求があがっていた。定期購

入になっているようだ。キャンセルしようと業者に連

絡するが電話がつながらない。

※ＳＮＳとは：自己のプロフィールを登録・公開する

ことで、インターネット上で人と人とつながり、交流

できるウェブサイト・サービスのこと。

【アドバイス】

○ＳＮＳには登録した個人情報に基づいた特定の人向

　けの「ターゲティング広告」が表示されることが増

　えています。

○事例のように「定期購入」であることに気付かせな

　いサイトの作りになっているケースもあります。広

　告だけではなく、広告からリンクした先の通販サイ

　トの表示や利用規約で、購入条件等をよく確認しま

　しょう。

○ターゲティング広告の掲載は短期間だけのことも多

　く、トラブル発生後に確認できない場合もあります。

　表示されている画面は必ず保存しておきましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

ネット通販のトラブル
　　　　「試供品」のはずが高額な定期購入？

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

170消費生活相談室です消費生活相談室です

情報あらかると

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 155

同和問題じんけん講座を開きます

　私たちの周りにはいろいろな人権問題があります

が、上の表から、県内において同和問題がまだ残って

いると思っている市民の皆さんが、回答者７４人中

２８人で４０％近くいらっしゃることがわかります。

　同和問題については、その根底に正しい知識の欠如

があるのではないでしょうか。解消のためには、正し

く理解し何が問題なのかを考えることが、最初の一歩

になると思います。

　そこで、『部落解放月間』（７月１０日～８月９日）

中の７月２８日(木 )に同和問題についての講座を開

きます。他人事でなく、自分の事として考え、「差別

をしない・させない」意識を持って行動することが必

要です。まずはお気軽に、講座においでください。詳

しくは、本紙２３ページにご案内しています。ご参加

をお待ちしております。

【問】あなたは鳥取県内においてどのような人権問題

があると思いますか。（○はいくつでも）

平成２６年鳥取県人権意識調査　境港市７４人回答
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

７
月
10
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票

時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
で
す
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、
選
挙

権
年
齢
が
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18

歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
切
な
１
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

余

子

公

民

館

耐
震
改
修
等
工
事

　

余
子
公
民
館
の
耐
震
改
修
等
工
事

を
行
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
工
事
期
間

　

７
月
〜
10
月
ま
で
（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

児
童
扶
養
手
当
額
が

変

更

さ

れ

ま

す

　

児
童
扶
養
手
当
の
多
子
加
算
額
が
、

８
月
分
か
ら
下
表
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

※
12
月
定
期
支
払
い
か
ら
変
更
さ
れ

た
支
給
額
で
の
支
払
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

国
民
年
金
保
険
料
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
が
認
め
ら

れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
一
定

の
割
合
で
将
来
受
給
す
る
年
金
額
の

計
算
に
算
入
さ
れ
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
部

分
免
除
の
場
合
は
免
除
後
の
保
険
料

の
納
付
が
必
要
で
す
。

▼
免
除
の
種
類
と
免
除
額

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号

　

が
分
か
る
も
の

◇
印
章
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

　

不
要
）

◇
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
・
雇

　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
（
失

　

業
者
の
特
例
を
適
用
す
る
場
合
）

※
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
申
請
時
点

か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

◇
市
民
課
保
険
年
金
係　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
５
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
10
回
特
別
弔
慰
金

　

左
記
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

族
お
一
人
に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
順　

番

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

　

３
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
な
ど
）

※
③
、
④
に
つ
い
て
は
要
件
あ
り

▼
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

発

売

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
発
売
期
間

　

７
月
６
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

▼
賞　

金

　

１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円

▼
そ
の
他

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
同
時
発

売
！
（
１
等
７
千
万
円
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

平成 28 年
7 月分まで

平成 28 年
8 月分から

子ども２人目の
加算額

５，０００円
（定額）

全部支給：
　　　１０，０００円
一部支給：
　５，０００～
　　　　９，９９０円

子ども３人目
以降の加算額
（１人につき）

３，０００円
（定額）

全部支給：
　　　　６，０００円
一部支給：
　３，０００～
　　　　５，９９０円

種　類
免除される
保険料

（H28.4 ～）

納付する
保険料

免除期間に
関する年金額

全額免除 16,260 円 0 円
全額納付の
２分の１

4分の３免除 12,190 円 4,070 円
全額納付の
８分の５

半額免除 8,130 円 8,130 円
全額納付の
８分の６

4分の 1免除 4,060 円 12,200 円
全額納付の
８分の７
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青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間

　

毎
年
７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
子
ど

も
を
見
守
る
大
人
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
が
相
互

に
協
力
・
連
携
し
て
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
醸
成
お
よ
び
有
害
環
境
へ

の
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

７
月　

日
〜
８
月
９
日
は

『
部
落
解
放
月
間
』
で
す

　

差
別
落
書
き
や
身
元
調
査
、
そ
し

て
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
心

無
い
書
き
込
み
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
差
別
が
解
消
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
同
和
問
題
を
正
し
く
理

解
し
、
他
人
事
で
な
く
自
分
の
問
題

と
し
て
考
え
、「
差
別
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

鳥
取
県
で
は
、
人
権
に
関
す
る
こ

と
で
お
悩
み
の
人
の
相
談
を
お
聴
き

す
る
「
人
権
相
談
窓
口
」
と
、
24
時

間
電
話
対
応
の
「
こ
ど
も
い
じ
め
人

権
相
談
窓
口
」
を
設
け
て
、
問
題
解

決
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
人
権
相
談
窓
口
】

▼
相
談
方
法　

電
話
、
面
接
（
要
予

約
）、
電
子
メ
ー
ル

▼
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
総
合
事
務
所
西
部
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
６
４
９)

Mail

jin
ken

sou
d
an

@
pref.tottori.jp

【
こ
ど
も
い
じ
め
人
権
相
談
窓
口
】

▼
相
談
方
法　

電
話
（
24
時
間
対

応
）、
面
接
（
要
予
約
）
電
子
メ
ー

ル
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
人
権
局
人
権
同
和
対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
２
１
１
５
）

Mailijim
e-sou

d
an

@
p
ref.tottori.jp

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
月
か
ら
毎
月
勤
労
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
事
業

所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ

び
労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象
と
調
査
期
間

◇
中
浜
地
区
（
一
部
）
の
常
用
労
働

　

者
１
〜
４
人
の
事
業
所
、
７
月
下

　

旬
〜
８
月
上
旬

◇
国
が
指
定
し
た
余
子
・
誠
道
地
区

　

の
10
事
業
所
、
今
月
〜
平
成
30
年

　

１
月
（
１
年
７
カ
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
統
計
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
７
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

10

対　象　事　業 申請・問い合わせ先

１ 保育園・認定こども園保護者負担金（保育料）

子育て支援課

児童係

（☎４７‐１０４６）

２ 病児・病後児保育保護者負担金

３ 休日保育保護者負担金

４ 延長保育保護者負担金

５ 就園奨励費

６ ひとり親家庭入学支度金

子育て支援課

育児支援係

（☎４７‐１０７７）

７
ﾌｧﾐﾘｰ ･ ｻﾎﾟｰﾄ ･ ｾﾝﾀｰひとり親家庭等利用料助
成金

８ 母子家庭等高等職業訓練促進給付金等

９ 災害遺児手当

10
短期入所生活援助（ショートステイ等）施設
利用料

11 助産施設利用料

12 母子生活支援施設利用料

寡婦（夫）控除のみなし適用を行います

　婚姻歴のない未婚のひとり親家庭においては、税法上の寡婦（夫）

控除が適用されません。

　このため、市ではひとり親家庭の子育て支援として、未婚のひと

り親家庭における保護者の経済的負担を軽減し、生活の安定が図れ

るよう、子育て支援に関する事業について寡婦（夫）控除のみなし

適用を実施します。

▼対　象

　婚姻歴のない未婚の母または父（２０歳未満の子どもを有する）

▼対象事業・申請・問い合わせ先一覧

▼実施日　９月１日（木）

※適用を受けるには、事前申請（保育料については８月３０日（火）

　まで）が必要です。

※適用を行っても、負担金等が変わらない場合があります。

※詳細はお問い合わせください。

21　平成２８年７月
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間(

７
月)

　

犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更

生
へ
の
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪

の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
66
回
目
と

な
り
ま
す
。

▼
今
年
の
重
点
事
項

◇
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

　

り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

◇
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
環
境
作

　

り
や
取
組
に
つ
い
て
協
力
の
拡
大

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　

(

☎
47
‐
１
１
０
２)

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
法
の
下
限
面
積
】

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
は
農
業
委

員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
る
た
め
の
要
件
の
１

つ
に
「
下
限
面
積
要
件
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
経
営
面
積
が
あ
ま
り

に
小
さ
い
と
生
産
性
が
低
く
、
農
業

経
営
が
効
率
的
、
安
定
的
に
継
続
し

て
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
経
営
す
る
農
地
面
積
が

一
定
以
上
で
な
い
と
許
可
は
で
き
な

い
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
下
限
面
積
は
農
地
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
地
域
の
平

均
的
な
経
営
規
模
や
耕
作
放
棄
地
の

状
況
な
ど
を
み
て
、
実
情
に
合
わ
な

い
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
で
面
積

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

境
港
市
農
業
委
員
会
で
は
、
管
内

の
下
限
面
積
を
左
表
の
よ
う
に
定
め

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
の
被
害
予
防

　

ヌ
カ
カ
が
発
生
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
ヌ
カ
カ
は
大
き
さ
が
１
㎜

程
度
と
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
被
害

防
止
が
困
難
で
、
刺
さ
れ
る
と
か
ゆ

み
が
数
日
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

気
温
や
湿
度
が
高
く
、
風
の
弱
い

朝
夕
は
、
特
に
活
発
に
活
動
す
る
よ

う
で
す
。
肌
の
露
出
部
分
を
少
な
く

し
、
虫
除
け
の
薬
を
塗
る
な
ど
、
被

害
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
刺

さ
れ
て
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
人
が
事
業

を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備
え
、

事
前
に
資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店

な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
わ
く
わ
く
ロ
ボ
ッ
ト
ラ
ン
ド
】

▼
と　

き

　

７
月
15
日（
金
）〜
８
月
21
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

◇
一　

般　
　
　

前
売
り
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
９
０
０
円
）

◇
小
・
中
学
生　

前
売
り
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
６
０
０
円
）

◇
３
歳
以
上
〜
小
学
生
未
満

　

当
日
券
の
み
４
０
０
円

※
２
歳
以
下
は
無
料

【
夢
み
な
と
お
化
け
屋
敷
】

▼
と　

き

　

７
月
15
日（
金
）〜
８
月
21
日（
日
）　

 

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

４
階
企
画
展
示
室

▼
参
加
費

　

小
学
生
以
上　

２
０
０
円

※
別
途
入
館
料
も
必
要

【
夢
み
な
と
工
房
・
子
ど
も
縁
日
】

▼
と　

き

　

７
月
15
日（
金
）〜
８
月
21
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
夢
み
な
と
工
房
は
、
土
・
日
・
祝

日
の
み
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先　

夢
み
な
と
タ

ワ
ー　

　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

種 別 土　木

工 事 名
渡漁港周辺道路
改築工事

入 札 日 6 月 3 日

予 定 価 格 24,346 千円

落 札 額 23,976 千円

落 札 率 98.5%

落 札 者 ㈱箕矢組

区　域 下限面積

中海干拓地 ５０アール

渡、外江、
中浜、余子

２０アール

境、上道 １０アール

有　

料　

広　

告

市報さかいみなと　22
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年

金

相

談

▼
と　

き

　

７
月
13
日
（
水
）、８
月
10
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

７
月
29
日
（
金
）、８
月
31
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

心
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い
る
人

が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生
活
体

験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
を
通

じ
て
学
び
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
13
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

社
会
生
活
技
能
訓
練
学
習
会

▼
講　

師　

植
田
俊
幸
さ
ん
（
鳥
取

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

同
和
問
題
じ
ん
け
ん
講
座

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
部
落
解
放
月
間
に
合
わ
せ
て
同

和
問
題
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

講
堂

▼
内　

容　

ビ
デ
オ
視
聴
、
講
演

▼
演　

題

　

あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と

▼
講　

師　

新
井
則
子
さ
ん
（
南
部

町
人
権
教
育
推
進
員
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

今
回
は
精
神
障
が
い
を
お
持
ち
の

人
が
働
く
現
場
よ
り
、
講
演
を
し
て

頂
き
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談
室

▼
演　

題

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
が
働
く
に

は
〜
支
援
の
現
場
よ
り
〜

▼
講　

師　

廣
江
仁
さ
ん
（
社
会
福

祉
法
人
養
和
会 

理
事
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

ラ
ム
サ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
６

「
中
海
・
宍
道
湖
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ

る
中
海
・
宍
道
湖
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
45
分

※
事
前
申
込
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

▼
内　

容

◇
特
別
講
演

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

中
海
・
宍
道
湖
と
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

し
よ
う
ぜ

・
講
演
者

　

ル
ー
大
柴
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

◇
中
海
、
宍
道
湖
で
の
活
動
事
例
報
告

▼
参
加
費　

無
料

◆
定　

員
（
先
着
）　

１
５
０
人

▼
申
し
込
み
方
法　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
も
し
く
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
環
境
衛
生
課
（
清
掃
セ

ン
タ
ー
内
）
窓
口
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

８
月
15
日
（
月
）
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

　

島
根
県
松
江
市
殿
町
１

　

島
根
県
環
境
政
策
課

　
（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
６
４
４
５
）

FAX 

０
８
５
２
‐
25
‐
３
８
３
０

Mail

k
an

k
y
o
@
p
ref.sh

im
an

e.lg
.jp

い
き
い
き
介
護
講
座

〜
褥
じ
ょ
く
そ
う瘡

ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！
〜

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

７
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

介
護
予
防
や
健
康
を
維

持
す
る
の
に
大
事
な
褥

じ
ょ
く
そ
う瘡（

床
ず
れ
）

ケ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

▼
講　

師

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

済
生
会
医
療
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

７
月
８
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

２
階
会
議
室

▼
内　

容

◇
講
演
①

・
演　

題　

胃
食
道
逆
流
症
と
ピ
ロ

リ
菌
の
お
は
な
し

・
講　

師

　

能
美
隆
啓
さ
ん
（
内
科
部
長
）

◇
講
演
②

・
演　

題　

内
視
鏡
検
査
の
は
な
し

・
講　

師

　

清
水
真
澄
美
さ
ん
（
消
化
器
内
視

鏡
技
師
看
護
師
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

催催  

しし

23　平成２８年７月



informationinformation

肝
が
ん
撲
滅
運
動

市

民

公

開

講

座

▼
と　

き　

７
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
入
場
無
料

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
内　

容

◇
講
演
①

・
テ
ー
マ　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
新

た
な
治
療
法

・
講　

師　

河
野
通
盛
さ
ん
（
松
江

市
立
病
院
消
化
器
内
科
）

◇
講
演
②

・
テ
ー
マ　

肝
臓
が
ん
を
予
防
可
能

な
食
べ
も
の
と
は
？　

・
講　

師　

岡
野
淳
一
さ
ん
（
鳥
取

大
学
医
学
部
機
能
病
態
内
科
学
）

◇
講
演
③

・
テ
ー
マ　

こ
れ
か
ら
の
肝
臓
病
の

原
因

：

お
酒
と
肥
満　

・
講　

師　

孝
田
雅
彦
さ
ん
（
鳥
取

大
学
医
学
部
機
能
病
態
内
科
学
）

※
講
演
会
終
了
後
、
肝
炎
無
料
検
査

を
行
い
ま
す
。（
要
予
約
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
大
学
医
学
部
機
能
病
態
内
科

学　

岡
野
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
38
‐
６
５
２
７
）

「
犬
に
名
前
を
つ
け
る
日
」
で

熊
本
地
震
を
支
援
し
よ
う
上
映
会

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

※
開
場
は
午
後
６
時
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

千
円

※
収
入
は
必
要
経
費
を
除
き
、
全
て

熊
本
地
震
の
被
災
地
で
の
動
物
愛
護

活
動
支
援
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
販
売
場
所

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

映
画
で
熊
本
の
動
物
愛
護
活
動
を

支
援
す
る
会　

青
木
さ
ん

（
☎
０
５
０
‐
５
３
０
７
‐
３
０
６
４
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

意

見

募

集

　

火
災
予
防
条
例
、
火
災
予
防
条
例

施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
意

見
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
消
防
法
令

に
関
す
る
重
大
な
違
反
の
あ
る
建
物

を
公
表
す
る
制
度
の
創
設
を
目
指

す
も
の
で
す
。
詳
細
は
、
西
部
広

域
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

to
tto

ri-seib
u
k
o
ik
i.jp

/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

７
月
20
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
予
防
課
（
☎
35
‐
１
９
５
４
）

募募  

集集

ぐ る っ と 巡 ろ う 圏 域 の 夏 祭 りぐ る っ と 巡 ろ う 圏 域 の 夏 祭 り
　夏祭りの季節がやってきます。中海・宍道湖・大山圏域市長会を構成する５市（境港市、米子市、

松江市、出雲市、安来市）の夏祭りは、日程が重ならないよう調整を行っており、他市の夏祭

りにも出かけやすくなっています。この機会にぜひ５市を巡ってみてはいかがでしょうか。

水郷祭（松江市）

▼と　き　7月29日（金）～31日（日）

▼ところ　宍道湖周辺

▼内　容　西日本最大級！湖上花火大
会1万発（30日）
※松江だんだんまつり2016も同時開催

▼問い合わせ先
　松江水郷祭推進会議事務局　

（☎0852－32－0504）

出雲神話まつり（出雲市）

▼と　き　8月7日（日）、21日（日）

▼ところ　くにびき中央通り、大津神立河川敷

▼内　容
　出雲盆踊り（7日）、花火大会（21日）など

▼問い合わせ先　出雲神話まつり振興会事務局　
　　　　（☎0853－21－8420）

がいな祭（米子市）

▼と　き　8月6日（土）、7日（日）

▼ところ
　ＪＲ米子駅前、湊山公園ほか

▼内　容
　大花火大会（7日）、米子がいな万灯、
米子がいな太鼓、やんちゃYOSAKOI

▼問い合わせ先
　がいな祭企画実行本部　

　　　　　　　　（☎22－0018）

月の輪まつり（安来市）

▼と　き　8月14日（日）～17日（水）

▼ところ　安来港周辺ほか

▼内　容　花火大会（14日）、月の輪神事など

▼問い合わせ先
　やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局
　　 　　　　　　　　（☎0854－37－0711）

みなと祭（境港市）

▼と　き　7月23日（土）、24日（日）

▼ところ　ＪＲ境港駅前駐車場特設ステージほか

▼内　容　海上パレード、花火大会（24日）
▼問い合わせ先　みなと祭企画実施本部事務局　

　　　　　　　　　　　　(☎47－3880）

市報さかいみなと　24



原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

▼
対　

象　

小
学
５
年
生
以
上
の
小

中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と　

き　

７
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
館

◇
島
根
原
子
力
発
電
所

▼
集　

合　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数　

20
組
40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
組
ま
で
応
募
可
。

な
お
、
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
で
も
応
募
可
能
。

▼
申
込
期
限　

７
月
14
日
（
木
）

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
無
料

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

　

県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全
対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

FAX 
０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mail

genshiryoku-anzen@
pref.tottori.jp

美
保
基
地
体
験
搭
乗

　

美
保
基
地
で
は
、
体
験
搭
乗
の
一

般
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
17
日
（
土
）

※
予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

▼
搭
乗
機
種
お
よ
び
募
集
人
数

◇
Ｃ

－

１
輸
送
機　

　
　

３
６
０
人

◇
Ｙ
Ｓ

－
11
輸
送
機　

　

２
０
０
人

▼
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
希
望
機
種
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
場
合
は
、
学
年
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
応

募
可
。

※
小
学
生
の
み
の
応
募
は
不
可
。

▼
応
募
期
限

　

７
月
29
日
（
金
）
必
着

※
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
に
は
８
月

12
日
以
降
に
体
験
搭
乗
券
等
の
発
送

を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
当
選
し
な
か
っ
た
人
へ
は
通
知
し

ま
せ
ん
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
５
３

　

境
港
市
小
篠
津
町
２
２
５
８

　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基
地
渉
外
室

「
体
験
搭
乗
」
担
当
者

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
０
２
１
１
）

子
ど
も
の
た
め
の
科
学
教
室

　

小
学
生
（
中
・
高
学
年
）
を
対
象

に
科
学
や
モ
ノ
づ
く
り
の
面
白
さ
を

体
験
で
き
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
主
な
内
容

◇
蛍
の
光
を
科
学
す
る

◇
色
の
不
思
議

◇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
顕
微
鏡
で
の
ぞ
い

　

て
み
よ
う
！
細
胞
の
世
界
！
ほ
か

▼
持
参
す
る
も
の

　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン

▼
申
込
期
限　

７
月
26
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

　

鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
食
品

開
発
研
究
所　
（
☎
44
‐
６
１
２
１
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
1
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格（
一
人
親
世
帯
等
優
先
）

　

一
人
親
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入

居
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
限　

７
月
13
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

７
月
19
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

８
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

informationinformation

  U
ウ ン

N-P
パ ク

AKU meeting 2016 開催 !

▼対　象　２０～４０歳代の独身の人で、境港市、米子市、日吉津村

　　　　　大山町、南部町、伯耆町、日南町、日野町、江府町、出雲

　　　　　市、安来市、松江市のいずれかに在住・通勤・通学者また

　　　　　は、機会があれば住んでみたいと考えている人

　　　　　※参加会場はどちらでも申し込み可（どちらか一方のみ）

▼とき・ところ

　【米子会場】　９月１９日（月・祝）　米子コンベンションセンター

　【松江会場】　９月２５日（日）　松江テルサ

▼内　容　【午前】コミュニケーショングループワーク

　　　　　【午後】交流会（昼食・企画・フリータイム）

▼講師兼司会者　若槻裕子、松島ゆうこ、奥村準也、布野まちこ

▼定　員　各会場１００人程度（男女各５０人程度）

　　　　　※応募者多数の場合は抽選

▼問い合わせ先　出会いの場づくり事業実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎０８５２－５５－５２１５）

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 94-4）

夕顔団地

（誠道町 218）

外江団地

（外江町 3266-5）

種　別 一人親世帯等優先 一般 一般 一般 一般

建設年度 昭和 50 年 昭和 50 年 昭和 52 年 平成 5年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・３階建 鉄筋・4階建

募集住戸 50A棟28号（2階）50A棟30号（3階）52A棟47号（4階）5B 棟 15 号（3階） 15 号（4階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、4.5 畳（２）

３ＤＫ

６畳、4.5 畳（２）

３ＤＫ

６畳（２）、4.5 畳

３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

３ＤＫ

６畳（２）、4.5 畳

家賃（円） 11,800 ～ 23,300 11,800 ～ 23,300 13,700 ～ 26,400 20,300 ～ 39,800 16,100 ～ 31,700

婚活が１０倍楽しくなる !!

　中海・宍道湖・大山圏域の独身男女を対象とした婚活イベントを、

米子・松江の２会場で実施します。素敵な出会いを見つけましょう！

25　平成２８年７月



市
民
活
動
推
進
事
業
（
二
次
募
集
）

　

市
民
活
動
を
行
う
団
体
に
必
要
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
、
市
民
活
動

推
進
補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

▼
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
概
要　

　
　
　
　
　

◇
対
象
団
体

　

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が

あ
り
、
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動

団
体
お
よ
び
企
業

◇
対
象
事
業

　

市
民
活
動
団
体
お
よ
び
企
業
が
実

施
し
、
市
民
活
動
（
企
業
が
行
う
社

会
貢
献
活
動
も
含
む
）
を
促
進
す
る

た
め
に
適
当
と
認
め
る
事
業
で
、
交

付
決
定
（
８
月
中
旬
）
か
ら
来
年
３

月
の
間
に
実
施
・
完
了
で
き
る
も
の

▼
補
助
限
度
額　

　

◇
新
規
設
立
事
業　

10
万
円
（
補
助

　

対
象
経
費
の
10
分
の
10
）

◇
緑
化
事
業　

６
万
円
（
補
助
対
象

　

経
費
の
５
分
の
４
）

◇
一
般
事
業　

30
万
円
（
補
助
対
象

　

経
費
の
３
分
の
２
）

※
事
業
収
入
が
あ
る
場
合
は
補
助
対

象
経
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

※
２
年
目
以
降
補
助
率
等
変
更
あ
り

※
既
存
の
取
り
組
み
は
対
象
外

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
19
日
（
火
）

※
三
次
募
集
は
10
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
応
募
状
況
に
よ
り
、
三
次
募
集
を

行
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
審
査
方
法
等

　

審
査
会
で
事
業
内
容
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
、
予
算
の
範
囲
内
で
決

定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

自
衛
隊
候
補
生
要
員

　

自
衛
隊
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）
の
要
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
木
）

【
自
衛
隊
募
集
説
明
会
】

　

平
成
28
年
度
自
衛
隊
募
集
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

健
康
相
談

室※
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
何

で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
４
４
０
）

介
護
予
防
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者

【
ア
ク
ア
コ
ー
ス
】

▼
対　

象　

◇
65
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
で
足
腰

　

が
弱
く
な
り
、
介
護
予
防
を
必
要

　

と
感
じ
て
い
る
人

◇
週
１
回
、
５
カ
月
間
の
参
加
が
可

　

能
な
人

※
介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
・
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
介
護
予
防
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
の
コ
ー
ス
に
参
加

さ
れ
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
初
め
て

申
し
込
み
さ
れ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

８
月
５
日（
金
）〜
12
月
16
日（
金
）

の
毎
週
金
曜
日
（
計
20
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
内　

容

　

体
力
に
合
わ
せ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
水
中
運
動
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
回
２
０
０
円

※
診
断
書
に
要
す
る
費
用
は
自
己
負

担
で
す
。

▼
定　

員　

20
人

▼
申
込
期
間

　

７
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

市
民
農
園
利
用
者

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業

に
親
し
ん
で
も
う
ら
た
め
、
市
内
３

カ
所
（
中
浜
、
竹
内
、
中
野
）
に
市

民
農
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
休
日
や
余
暇
を
利
用

し
て
、
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
新
規
利
用

者
（
１
世
帯
１
区
画
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

ヤ

ン

グ

健

診

　

自
分
の
健
康
状
況
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
生
活
習
慣
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▼
対　

象

◇
18
〜
39
歳
ま
で
の
人

◇
40
歳
以
上
で
子
育
て
中
の
人

※
妊
娠
中
の
人
、
他
で
健
康
診
査
を

受
け
る
機
会
の
あ
る
人
は
除
く

※
事
前
申
込
が
必
要

※
託
児
あ
り
（
先
着
20
人
）。
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

▼
と　

き　

７
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
診
察

▼
募
集
人
数　

65
人

▼
料　

金　

千
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

戦
没
者
の
遺
児
が
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

地
域
の
人
々
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
地
域

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
西
部
・
東
部
）、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ

オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中

国
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
参
加
費　

各
地
域
10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料

等
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
申
込
締

切
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
（
☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）

◇
鳥
取
県
遺
族
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
39
‐
２
２
７
０
）

informationinformation
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と
っ
と
り
エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

養
成
講
座
受
講
者

　

地
域
で
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を

推
進
す
る
、
鳥
取
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
（
愛
称

：

と
っ
と
り

エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座（
必
修
）

に
加
え
、
選
択
講
座
を
修
了
す
る
こ

と
で
、
県
よ
り
委
嘱
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
７
月
21
日
（
木
）

　

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

◇
７
月
24
日
（
日
）

　

公
立
鳥
取
環
境
大
学
学
生
セ
ン

タ
ー

◇
７
月
28
日
（
木
）

　

南
部
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
あ

わ
せ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分 

▼
講
座
内
容（
各
会
場
と
も
同
内
容
）

◇
講　

義

　

地
球
温
暖
化
問
題
の
基
礎
知
識
と

最
新
情
報

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

家
庭
や
地
域
の
燃
費
向
上
対
策
、

温
暖
化
防
止
教
育
の
実
際
な
ど

▼
講　

師

　

岡
崎　

誠
さ
ん
（
公
立
鳥
取
環
境

大
学
教
授
）
ほ
か

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

各
会
場
と
も
開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
（
公
立
鳥
取
環
境
大
学
内
）

（
☎
・
FAX 

０
８
５
７
‐
52
‐
２
７
０
０
）

夏
の
短
期
水
泳
教
室

▼
対　

象

　

３
〜
12
歳
（
小
学
６
年
生
ま
で
）

▼
と　

き

◇
１
期

　

７
月
24
日
（
日
）
〜
26
日
（
火
）

◇
２
期

　

８
月
７
日
（
日
）
〜
９
日
（
火
）、

　

11
日
（
木
・
祝
）
〜
12
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
内　

容

　

水
慣
れ
〜
４
種
目
（
ク
ロ
ー
ル
・

背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）

▼
申
込
期
限

◇
１
期　

７
月
16
日
（
土
）

◇
２
期　

７
月
30
日
（
土
）

▼
定　

員　

各
期
20
人

▼
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）

◇
１
期
の
み　

３
千
円

◇
２
期
の
み　

５
千
円

◇
両
期
と
も　

８
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル　

　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

相
撲
選
手
権
大
会
出
場
者

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
土
）

◇
小
学
生
の
部　

午
後
２
時
〜

※
午
後
１
時
集
合

◇
一
般
の
部　

午
後
５
時
〜

※
午
後
４
時
30
分
集
合

▼
と
こ
ろ　

大
港
神
社
境
内

▼
参
加
内
容

◇
団
体
戦　

３
人
１
組

◇
個
人
戦

　

小
学
生
以
上
（
制
限
な
し
）

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
16
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
相
撲
協
会　

結
城
さ
ん

　
　
　
（
☎
・
FAX 

57
‐
４
０
２
０
）

◇
市
相
撲
協
会　

山
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
８
９
１
‐
１
９
９
２
）

県
民
ク
ル
ー
ズ
参
加
者

　

境
港
ク
ル
ー
ズ
客
船
環
境
づ
く
り

会
議
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
ク

ル
ー
ズ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
各
社
の
協
力
で
割
安
な
価
格

の
鳥
取
・
島
根
県
民
ク
ル
ー
ズ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
６
日
間 

▼
内　

容　

境
港
発
、
金
沢
・
舞
鶴
・

上
海
旅
行
（
６
日
間
）

▼
料　

金

　

県
民
特
別
価
格
19
万
３
千
円
〜

※
限
定
５
組
、
最
少
催
行
人
数
10
人 

▼
申
し
込
み
方
法　

ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
先

　

〒
６
８
４
‐
０
０
０
４

　

境
港
市
大
正
町
２
１
５　

み
な
と

さ
か
い
交
流
館
３
階

　

境
港
管
理
組
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

一
畑
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
（
☎
０
８
５
２
‐
26
‐
２
２
１
９
）

第
２
回
妖
怪
こ
ど
も
囲
碁
ま
つ
り

▼
対　

象

　

山
陰
両
県
在
住
の
中
学
生
以
下

▼
と　

き　

７
月
18
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
内　

容

　

１
チ
ー
ム
３
名
の
囲
碁
団
体
戦

▼
参
加
費　

１
人
千
円

▼
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
棋
院
境
港
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
５
３
１
５
）

海
と
日
本
in
境
港
（
海
と
遊
ぼ
う
）

▼
対　

象　

小
学
生
以
上

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
る
。

▼
と　

き

　

７
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

※
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

▼
内　

容

　

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
、
体
験
ク

ル
ー
ズ

【
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
（
23
日
）】

　

午
後
４
時
か
ら
行
い
ま
す
。（
先

着
50
人
）

【
体
験
ク
ル
ー
ズ
（
24
日
）】

　

６
〜
11
ｍ
の
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ル
ー

ザ
ー
に
乗
船
し
、 

航
海
体
験
を
し
ま

す
。（
約
１
時
間
）

※
小
型
ヨ
ッ
ト
の
体
験
も
行
い
ま
す
。

◇
体
験
ク
ル
ー
ズ
時
間
帯（
全
６
回
）

◇
と
こ
ろ　

境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ
沖

◇
定　

員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
乗
船
希
望
人
数
、
希

望
時
間
帯
を
記
入
し
申
し
込
む
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://m

b
y
c-

o
r.jp

/co
n
tact/

）
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
月
・
祝
）

▼
申
し
込
み
先

〒
６
８
９
‐
３
４
２
５

　

米
子
市
淀
江
町
佐
陀
５
３
１
‐
１　

　

山
根
仁
志
さ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

美
保
湾
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ　

　
　
　
（
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informationinformation

回 時　間

① 午前 9時～ 10 時

② 午前 10 時～ 11 時

③ 午前 11 時～正午

④ 午後 1時～ 2時

⑤ 午後 2時～ 3時

⑥ 午後 3時～ 4時
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　内容についての詳細は、各施

設に直接お問い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、

会場は問い合わせ先と同じです。

子育てひろば

両　 親　 学　 級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加もＯＫです。

※これからお孫さんを迎え

　られるおじいちゃん、お

　ばあちゃんもどうぞご参

　加ください。（これから、

　新しい家族を迎える２人

　がどのような体験をする

　のかご覧ください。）

▼と　き　７月３１日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇不快な症状を解消するための夫のサポート

　夏真っ盛りの日々、妊婦の身体におこる様々な不

快を夫とともに乗り切る工夫をマタニティビクスイ

ンストラクターと一緒に学んでいきましょう。

◇絵本の読み聞かせ

　絵本を読み聞かせることで読み手、聞き手の心の

変化を知り、日常生活の中に取り入れる工夫をお話

します。

※楽な服装でお出かけください。

※託児も受け付けます。申し込みの時に併せてお知ら

　せください。

▼申込期限　７月２９日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

きらきら・ひまわり情報
【０歳さんあつまれ～】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者（託児なし）

▼と　き　７月１９日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分　

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　離乳食、幼児食に向けての栄養相談、しつけや発

　　　　　達についての相談、お試しベビーマッサージ

▼持参するもの　バスタオル

▼申込期限　７月１５日（金）

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※各施設では「きらきらタイム」「ひまわりタイム」と称し、

親子ふれあい遊びなどをしています。是非お出かけください。

【きらきらタイム】◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　　　　　　　　 ◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

境港・ハッピー子育て応援団！　参加者募集
　　子育ては大変？子どもにどう向き合えばいいの？子育てに不安や悩みがあるのはみんな同じです。境港では、そんなお父

　さん、お母さんを応援するための「ハッピー子育て応援団」を開催します。

　　子どもと楽しい時間を過ごしたり、子供の心を育むためのコミュニケーションや命の大切さを学びませんか。

　 ▼対　象　子育て中、または妊娠中の人

　 ▼募集人数　各回２５組程度（※託児あり（各回２０人まで・先着順）。申し込み時に相談してください。）

　 ▼開催日・ところ・内容

　 ▼申込期限　各実施日の３日前まで

　 ▼申し込み・問い合わせ先　健康推進課母子保健係　（☎４７－１０４２）

※各回、親子の手遊び歌遊び、または自然とのふれあい体験も行います。
※２回目と３回目は対象年齢によって、どちらかへの参加となります。
※４回以上参加された人には、修了証をお渡しします。

回 開催日 ところ 内　　　容 講　　師

① 　７月１３日（水）
保健相談
センター

コミュニケーション講座①「あなたが輝けば家族も輝く」

人間関係は自分を知ることから！見つめ直そう自分！

高塚人志さん

（鳥取大学医学部特任教授）

② 　８月２８日（日）
地域子育て支援センター

ひまわり
キッズのためのふれあい体操とママ・パパのストレッチ

（対象：１～３歳児とママ・パパ）
瀬尾久美子さん

（インストラクター）
③ 　９月　５日（月）保健相談センター ママヨガ With ベビー（対象：０歳児とママ・パパ）

④ 　９月３０日（金）
地域子育て支援センター

ひまわり

助産師さんの「命」のお話

生きてるっていいな。命の大切さを感じよう
鳥取県助産師会 助産師

⑤ １０月１３日（木）
保健相談
センター

食育のお話と親子でクッキング 子育て支援課 管理栄養士

⑥ １２月　１日（木）
コミュニケーション講座②「あなたが輝けば家族も輝く」

聴く力を極める！聞き上手になろう！

高塚人志さん

（鳥取大学医学部特任教授）
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　　 聖 心 幼 稚 園 に こ に こ ひ ろ ば

【プール開放①】

▼と　き　７月１日（金）～１３日（水）

　　　　　午前１０時～正午

▼定　員　１日５組まで

【プール開放②】

▼と　き　７月２５日（月）～８月１０日（水）

　　　　　午前１０時～正午

▼定　員　１日１０組まで

【①、②共通事項】

▼持参するもの

　プールに入る時の服（水着）、タオル、着替えなど　

※開放は平日のみです。

※事前申し込みが必要です。

　（利用希望者は電話にて予約してください。）

※排泄が自立していないお子様は水遊びとなります。

【園庭解放】　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園時親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先

　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

　

フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー
子 育 て 支 援 活 動　　　

【全体交流会（ミニミニ運動会）】

▼と　き　７月１６日（土）　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼申込期限　７月１３日（水）   

※会員以外の人も参加できますが、申し込み多数の場合は、

会員を優先します。
▼申し込み・問い合わせ先

◇境港市ファミリーサポートセンター（☎４５‐６６６０）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 12：00 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

　 ▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 7 月 27 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 12 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 8 月 17 日（水） 平成 28 年 11 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 7 月 28 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 26 年 12 月生まれの幼児

 8 月 18 日（木） 平成 27 年 11 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 7 月 17 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 25 年  6 月生まれの幼児

 8 月 14 日（木） 平成 25 年  7 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 8 月 12 日（火）9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会  8 月 12 日（火）
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

子ども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

美 哉 幼 稚 園 び さ い 交 流 会

【わくわくクラブ「こども縁日」】

　魚つり、あてくじ、コロコロボーリング

お店やさんなど。みんなで来てね！

▼と　き　７月１４日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸し出し

をしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園（☎４２－２８３９）
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清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの

お 知 ら せお 知 ら せ

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集

≪７月の対象日≫

　７月１８日　（月・海の日）
※月曜日収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 

≪家庭系ごみの受け入れ≫

　７月１７日（午前９時～正午）

お忘れなく！

固 定 資 産 税 ２ 期

国 民 健 康 保 険 税 １ 期

後期高齢者医療保険料１期

介 護 保 険 料 １ 期

の納期限は

８月１日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　30



相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  7 月 14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  7 月 8 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談  7 月 15 日（金） 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 7 月 11 日（月） 9：00 ～ 11：30

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 7 月 14 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

－境港市の人口－
　　男　：16,840 人（－ 1）
　　女　：18,139 人（－ 5）
　合　計：34,979 人（－ 6）
　世帯数：15,168 世帯（－ 15）

　※平成 28 年 5 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
「ざ・・・版画」橋本興家作品展
（～９月１５日（木）まで）

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

７月９日（土）

第８回　境港歴史散歩

～境港における鉄道敷設運動の始まり～
講師：沼本龍さん（元松江市史編纂室）

市 民 会 館
中央公民館

13：30 ～
境港歴史楽会事務局
☎ 42 － 2915

無　料

７月１０日（日）
二星美紀・諏訪部匡司
ジョイントコンサート Vol.4

文化ホール 14：00 ～ 16：00
諏訪部匡二さん
☎ 090 － 7596 － 7817

大　人 2,000 円
小中高生 800 円

７月２３日（土）絵本と紙芝居の会 市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

７月２９日（金）
サロンコンサート Vol.201
～ヴィオラの夕べ～
出演：生原幸太さん

文化ホール 19：30 ～ 20：40
境港市文化振興財団
☎ 47 － 1104

無　料
（飲み物は 500 円）
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

31　平成２８年７月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ電話をかけたらよいかわからない場合、

お気軽に代表番号にお電話ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

市役所代表番号

☎０８５９‐４４‐２１１１

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

壽美 奏
か な た

音 ちゃん（H27.9.22 生） と

お母さんの 里
り

歌
か

 さん（上道町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　すくすく元気に育ってね

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

足立 奏
かなた

 ちゃん（H27.10.5 生） と

お母さんの 絢
あ や か

加 さん（元町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　元気に大きくなってね

髙嶋 愛
あ い り

梨 ちゃん（H27.10.16 生） と

お母さんの 利
り

絵
え

子
こ

 さん（小篠津町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　これからも一緒に笑顔でいようね

□材料（４人前）
　○アジ　　　　　　　　　 中３尾

　○大根　　　　　　　　　１／２本

　○大豆（又はぎんなん）　 １０個

　○にんじん　　　　　　　中１／３本

　○塩・一味とうがらし　　各少々　　

　○オリーブ油　　　　　　大さじ１

　○小麦粉　　　　　　　　大さじ１

　○揚げ油　　　　　　　　大さじ１

　［※］　　 砂糖　　　　　  小さじ１

　　　　 　醤油　　　　　  小さじ１ １／２

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  15

　境漁港では、サバ、イワシ、アジが大量に水揚げされて

います。その中でも、アジは季節に関係なく水揚げされ、

価格も手頃でいつでも手に入る大衆魚です。

　イワシやサバと比べて、血合肉の割合と内臓の量も少な

く、「光もの」のわりにはクセがなく、淡泊な味で程よい

脂分があるため、様々な料理や加工品になっています。

アジの語源は、「味」が良いからと言われます。

　今回は、栄養満点で野菜とも油ともよく合うアジを使っ

た炒め物をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ アジと大根のオリーブ炒め

□作り方
①　アジは３枚におろし多めの塩をして１０分おく。

②　①を水でさっと洗い、布巾で水気をとり１口大に切

　り、小麦粉をつけて油で揚げる。

③　大根は１．５ｃｍに輪切りにし、型ぬきでぬく。

④　大豆（又はぎんなん）、にんじんは茹でておく。

⑤　フライパンにオリーブ油を入れ熱し、大根の両面に

　焦げ目がつく程度に焼く。大豆を入れ炒め、［※］を入れ、

　全体に味がなじむように火が通ったら、①とにんじん

　を加え、塩、一味とうがらしで味をととのえ器に盛る。


